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眼圧は16.23±4.58mmHg、外来眼圧変動幅は2.75±1.68mmHgであった。外来受診時平均眼圧と眼圧日内変動の
平均眼圧値には有意差はなく（p＝0.93）、外来受診時平均眼圧と眼圧日内変動幅の間には有意な相関関係は無
かった（r＝0.15，p＝0.25）。また外来眼圧変動幅と眼圧日内変動幅との間にも有意な相関関係はなかった（r
＝0.19，p＝0.17）。なお９時から18時までの診察時間帯に最高眼圧がみられたのは22眼（33.8％）であった。 
 この研究から、緑内障点眼薬３剤併用下において、外来受診時眼圧と眼圧日内変動の平均値はほぼ一致して
いるが、外来受診時での眼圧をもとに眼圧日内変動幅および日内変動の最高眼圧を予測することは難しいこと
が明らかとなった。 
 以上より、本研究成果は原発開放隅角緑内障治療と病態解明に寄与するものであり、本論文は博士（医学）
の学位を授与するに値するものと判定された。 
